
アステラス製薬特集　

医療用医薬品を中核事業とし、世界70カ国以上でビジネスを展開する

日本発のグローバル製薬企業、アステラス製薬。

社名には「星」を意味する「stella」「aster」「stellar」や、

「明日を照らす」の意味をもたせている。

研究や製造機能をもつ国内 5 事業場から、

世界の人々の健康に貢献するための挑戦を続けている。

創 薬 で 明 日 をてらす

※数字は2023 年 3月期時点
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最先端の医薬で世界の人々の 健康に貢献する

2社の強みを生かしグローバル企業へ

　アステラス製薬は、1894 年創業の藤沢薬品工業と、1923 年

創業の山之内製薬が合併し、2005 年 4 月に誕生した。化学合成

が得意でヨーロッパに強い山之内製薬と、天然物創薬に長け、

アメリカに販路をもつ藤沢薬品工業は、疾患領域や創薬技術、海外

事業において、両社の強みを引き出せるパートナーとして合併に

至った。

　山之内、藤沢ともにかつては「ガスター10」「マキロン」 「プレ

コール」などの一般家庭用医薬品を扱っていたが、 2006 年には

一般用医薬品事業を行う子会社のゼファーマを第一三共へ譲渡。

医療用医薬品へ経営資源を集中していくことで、世界で戦える

企業価値の向上をめざした。

　合併後は、もともと両社の強みであった泌尿器と炎症・免疫

（移植）の領域を基幹とし、現在は前立腺がん治療剤の「イクスタ

ンジ ®」を主力に、尿路上皮がん治療剤や急性骨髄性白血病治療

剤など、世界の人 の々治療に貢献する医薬を開発・製造している。

　「明日は変えられる。」「変化する医療の最先端に立ち、科学の進

歩を患者さんの『価値』に変える」という考えの下、持続的な成長

のために現在力を入れているのが、研究開発、イノベーションだ。

アステラス製薬では、2023 年度の売上収益の18.2% に当たる

2,761 億円を研究開発費として投じるなど、治療薬の研究のほか、

DX やロボット、医療ソリューションへの開発投資を行っている。

　研究開発戦略のなかでも重点領域としているのが、4 つの「プラ

イマリーフォーカス」だ。「遺伝子治療」「がん免疫」「再生と視力の

維持・回復」「標的タンパク質分解誘導※」の分野に優先的に経営

資源を投下し、革新的な治療法の研究開発に取り組んでいる。 

2023 年には、失明リスクのある「加齢黄斑変性」の治療薬候補

を米国で承認申請している、アイベリック・バイオ社を買収。眼科

領域における関連技術の導入・融合、マーケティングの拡大を図

りながら、アンメットメディカルニーズ（有効な治療法や薬のない

領域）に向き合っている。

研究開発で未来の価値を創出する研究開発で未来の価値を創出する

※特定の病気を引き起こすタンパク質を選択的に細胞から分解消去する新しい
薬剤開発のアプローチ
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�　積極的な研究開発を可能にするアステラス製薬の強みのひとつ

が、世界中の大学や研究機関、医薬品関連ベンチャーとのコラボ

レーションだ。つくば事業場つくば研究センター内にオープンラボを

設置するなど、最先端の設備を整えた研究環境で様 な々専門性を

もつ研究者が協働し、新薬創出を図っている。

　パートナーシップは研究開発だけではなく、管理業務において

も推進されている。グローバルな競争が激化する製薬業界におい

ては、新薬開発を強化するため、研究開発などに経営資源を集

中させることが課題となっている。そのため、 情報システムの構築

やデジタル技術、施設管理などの高い専門性を有する分野で、

外部リソースの活用が加速している。

　そのような流れのなかで、2016 年、アステラス製薬は国内製

薬会社の中でもいち早く、施設運営管理業務のアウトソーシング

を決定した。このアウトソーシングにより、組織運営の体制見直し

と業務の効率化を実現。品質、コスト、スピードの面で最適化し、

新事業を創出する環境を構築した。 

　現在では医療用医薬品開発の枠を超え、病気の予防から予後管

理までのヘルスケアにも力を入れる。 デジタル技術を活用した健康

管理ツールなど、医療が抱える様 な々課題の解決をめざしている。 

　世界中の人々の医療ニーズを満たすため、変化を恐れずに

チャレンジすることで、明日の健康を願うすべての人の希望と笑顔

をつなげていく。 

パートナーシップが生み出す効果 建築・設備・システム一体で医薬品施設をO&M

医薬の未来に
つながるイノベーション

鹿島建設
エンジニアリング事業本部

奥口 靖 担当部長

　理想の医薬品施設運営を実現するため、アステラス製薬及び

国内アステラスグループにおける一部の運営管理業務を任される

こととなったのが、鹿島グループだ。2017年10月、施設管理業務

などを行う子会社のアステラスビジネスサービス（2017 年 9 月

解 散）から業 務と人 材を継 承し、鹿 島 建 設エンジニアリング

事 業 本部と鹿島建物で、全国のサイトの O&M（Operation & 

Maintenance）を一括受託。建物と設備の保全業務、及び施設

運営に関わる総務業務を鹿島建物が担い、エンジニアリング事業

本部が顧客本社との窓口となり全体統括と専門技術指導を行っ

ている。O&M 事業を担当するエンジニアリング事業本部の奥口

靖さんは、鹿島グループの連携をこう語る。

　「施設の構想から設計施工、施設運営まで建物のライフサイクル

全体にわたり、新たな価値を創造するのが鹿島のエンジニアリング

です。医薬品施設に関する専門知識を保有する鹿島エンジニア

リング事業本部と、建物管理の実務に長けた鹿島建物さんが協働

して施設運営管理を遂行することによ

り、お客様へ提供するサービスの品質

を向上させることができます。更には

全国の5サイトで得た様々な知見を関

係者全員で共有して有効活用すること

で、サイト常駐員のスキルアップも図

れ、お客 様にとって付 加 価 値の高い

サービスを提供することができます。」

エンジニアリングの
力でつなぐ
富山事業場（富山県）

高荻事業場（茨城県）

焼津事業場（静岡県）

高岡事業場（富山県）

つくば事業場（茨城県）
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笠原様　高萩事業場は 1974 年に操業を
開始し、今年で 50 年を迎えます。医薬品
原薬および治験用原薬の供給のため、低
分子合成技術を用いた多種多様な化合
物の合成に挑戦しています。これまで商用
品では 30 品目以上をここ高萩から世界
に供給しており、「ガスター」 はここで初め
て開発・製造しました。安定した薬の供
給をめざして、2017 年から施設管理業
務と総務業務を鹿島建物さんにお願いし
ています。

二瓶　2017 年の受託以降、施設運営面
から製造拠点を支えられるよう、鹿島グ
ループのノウハウを生かしながら、また、
それまで施設管理を担っていたアステラス
ビジネスサービスさんのやり方も吸収しな
がら、管理の最適化をめざしてきました。

中村　当社は、製造設備を除く施設の管
理をメインに、工事の対応業務も行ってい
ます。中長期投資計画の立案に携わり、
大規模な設備機器の更新工事にも関わり
ます。工事見積依頼のための仕様書作成
は CM(Construction Management）
業務にも近く、当社の社員にとって他の案
件では経験できないスキルの向上につながっ
ています。

二瓶　業務開始当初は、お互いの業務の
隙間を埋めるために話し合いを重ねる必要
がありました。契約書で業務範囲は決まっ
ているものの、実際に進めてみると、アス
テラス製薬さんと鹿島建物でどちらが行う
のが最善か、判断に迷う業務が出てきた
ためです。

笠原様　製造棟の中は GMP（医薬品の
製 造 管 理、品 質 管 理の基 準）に従い、
アステラス製薬が運用管理しています。し
かし、配管などのユーティリティ設備は建
屋の外と中でつながっているので、どこで
区切ってどちらが担当するのか、その辺り
の線引きが非常に難しかったですね。

アステラス製薬株式会社
高萩技術センター長
笠原 信夫様

鹿島建物総合管理株式会社
東北支社 建物管理部
アステラス高萩管理事務所
所長 中村 真

鹿島建物総合管理株式会社
マネジメントサービス本部
生産研究施設統括部
副部長 二瓶 明夫

アステラス製薬

高萩事業場

鹿島建物

をまもる対談

相乗効果で
付加価値を創造
鹿島グループで O&Mを担うサイトのひとつが、アステラスグループの原薬製造

の拠点として医療医薬品や治験薬を世界に供給している、高萩事業場だ。2017 年

からは施設管理に鹿島グループが参画し、医薬品製造設備の管理はアステラス

製薬が、製造設備を除く施設や電気・水道などの一般設備の管理は鹿島建物が、

それぞれ分担して行っている。高萩事業場におけるアウトソーシングの取組みやそ

れによって得られた効果、そして今後の施設運営の展望を聞いた。

山之内製薬の医療用医薬品の原薬工場として、1974 年に茨城県高萩市で操業を開始。

合併後、合成技術研究所および開発原薬製造施設が高萩へ移転・集約された。原薬の

製造と併行して新薬候補品の試験法開発、新製品の安定供給プロセス開発なども行っている。

・医薬品の製造設備等を除いた一般設備の管理業務、点検・工事の対応業務
（見積依頼仕様書作成、設備調達、工事立会い等）、固定資産管理業務
・施設に係る総務業務（会議室や更衣室など共用施設の利用管理、経費伝票の

代行起票、 ユニフォームなど貸与物の配布・回収管理、警備・清掃・植栽・食堂など
のアステラス製薬委託業者の管理など）

認識のズレを
連携の強化で改善
認識のズレを
連携の強化で改善

アステラス製薬
高萩事業場

アステラス製薬
高萩事業場

鹿島建物管理概要

鹿島建物業務概要

2017年10月
東北支社

管理開始
管 轄

：
：

建築概要
茨城県高萩市赤浜160-2
生産施設・研究施設
敷地面積 136,675㎡

：
：
：

所 在 地
主要用途
面 積
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アステラス製薬高萩事業場





中村　高萩事業場では、BIMやホロレンズ
を使ったミクストリアリティの取組みを始め
るなど、最先端技術の試験導入を行ってい
ます。まだまだ改善点は多いですが、アステ
ラス製薬さんと情報交換を行いながら、高
萩で成功事例を作っていきたいと思ってい
ます。また、アステラス製薬さんが検討して
いるドローンを使った点検なども積極的に
取り入れて、最先端の事業場にしていきた
いと思っています。

笠原様　製薬業界では、各社、工場に特
色をもたせ、そこでしかできない研究開発
に力を入れています。私たちもアステラス
製薬のなかの、高萩でしかできないことを
やっていくことで、製薬の合成工場として
世界をリードする事業場であり続けたいで
すね。そのために、施設運営の面でも最
新技術を活用し、他社には真似できない
ような事業場にしていってほしいです。

二瓶　高萩事業場は、鹿島建物としても
様々なことに挑戦させていただき、成長で
きる場所です。これからもアステラス製薬
さんと協働し、鹿島グループとして引き続
き努力していきます。

高萩でしかできない
最先端のサイトへ
高萩でしかできない
最先端のサイトへ
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アステラス製薬高萩事業場

浩介
島牧

の建物管理

地震対策で用いられる制震および免震装置の

維持管理に関する支援業務を行うのが、鹿島建物の建築構造支援室だ。

専門的な知識やスキルを有し、その技術サポートを一手に引き受ける、

牧島浩介を取材した。

建物の安全性を保つ
制震・免震建物維持管理のスペシャリスト
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